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岡村(1927)はカジメ Ecklonia幅四Kjellm.の産地に

ついて「本州中部，太平洋沿岸ニ生ジ，専ラ東海道沿

岸(三重茨城間)ニ産スj，i分布ハ極メテ狭!l， 三重

県度合郡宿，回曽辺ヨリ専ラ東海道中部ニ普P茨域県

多賀郡大津辺ニ及ピ金華山迄ハ達セズ」とした。

その後，カジメの分布については，岡田 (1933)

は「三重県より茨城県に至る太平洋沿岸に分布するj，

瀬JII(1956)は「表日本中部j，新崎 (1964)は「中

南部・三重~茨城の間j，千原 (1970)は「太平洋沿

岸中部，九州，朝鮮j，川嶋 (1989)は「太平洋沿岸一

茨城県大洗以南の関東，東海地方，志摩半島沿岸，四

国南岸，瀬戸内海沿岸;九州一天草地方，唐津湾;日

本海沿岸ー隠岐島」としており，千原，川嶋は九州沿

岸にもカジメの分布することを記述した。

九州におけるカジメの生育地に関する具体的な指摘

は，山内ら (1979)が大分県沿岸について，百合野

ら (1979)が宮崎県沿岸について，中村ら (1981)

が熊本県沿岸について，また，松井ら (1984)は山口

県の日本海沿岸にカジメの分布することを，報告した。

今回，筆者らは1989年6月22日および1990年7月

12日の2聞にわたって，宮崎県門川町地先の門川湾

内の，カジメと同定される植物の群落とその藻体の形

態を観察する機会を得たので報告する。

観察した場所は，宮崎県北部の東臼杵郡門川町乙島

南側周辺の海域で(Fig.1)，水深 3~7m の範囲の天然

岩盤および防波堤基部斜面(コンクリート)にカジメ

群落が形成されていた。当該海域は地形的にはやや閉

鎖的で内湾性と考えられ，海域の透視度は数m以下

で水中懸濁物が多く，業部には浮泥がかなり付着して

いた(Fig.2)。着生密度は32~44個体1m2，年齢組成

は幼体(初年体)から数令の成体にいたる複数の年齢

群によって構成されていた(Figs.3， 4)。平均的な成体

(Fig.4)の形態的特徴は以下の通りであった。

全長は74cm，湿重量は840gで，茎は円柱状，実

質でやや偏圧し茎長17cm，茎径(茎部最下部)は

1.5 cm，中央部はやや太くなっている。中央業は幅

llcm，厚さは下部(生長点付近)で4mm，頂部で

2mm，側葉数は左30枚，右31枚，最大側葉長は

45cmであった。中央葉および側葉は平滑な革質でし

わは無く，側葉は明瞭な鋸歯を有し単条で2次側葉

は認められなかった。

25個体の成体について茎部断商の年輸を観察した

結果では， 2輸の個体が16個体と多く，このことか

ら乙島南側周辺の海域に生育するカジメの年齢は比較

的若く，およそ3年以下ではないかと推測される。

成体には茎長の様々な個体が観察され，ほぽ

15~30cm の範囲にあるが，群落中では茎長

15~20cm の比較的茎の短い個体が優占していた。い

ずれの個体も中央葉の大きさに対し側葉数が多く，か

つ，かなり伸長しており， 2次側葉は認められなか

っTこ。

門川地先のカジメ成体の茎長は，岩橋 (1968)が

示した伊豆半島下田町須崎地先のカジメ成体の平均的

な茎長110cm，および林田 (1984)の示した南伊豆

町下流地先のカジメ成体の茎長 100~200αn，とい

う値に比絞し，明らかに短い茎長値となっている。

百合野ら (1979)によれば，宮崎県沿岸のカジメ

の分布は北部の門川地先および隣接する日向市平岩，

幸脇地先とされ，これらの海域以外では認められてい

ない。宮崎県沿岸にはカジメ以外の多年生コンプ科藻
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授吉田忠生博士に厚くお礼申し上げる。
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類と してクロメが認められるが，その分布は北部の門

川地先および中央部の都農 ・川南地先海域に限られて

おり ，岡村 (1927)が記載した県南部の油津には現

在生育は認められていない。

今後は門)11，川南地先海域のカジメ，クロメ同種に

ついて群落の生態的特徴の差違および形態的特徴の変

異について，更に研究を進める予定である。

最後に，本稿のこe校閲をn易った北海道大学理学部教
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